
ここがききたい！ 一般質問

問　
全
線
新
設
は
国
内
初
で

あ
り
、
安
全
対
策
に
万
全
を

期
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
路
面
電
車
の
長
年
の
歴
史

が
あ
る
豊
橋
市
で
も
、
交
差

点
右
折
時
な
ど
で
事
故
が
起

き
て
お
り
、
安
全
意
識
も
、

路
線
周
辺
と
そ
れ
以
外
の
住

民
で
は
異
な
る
と
聞
い
た
。

　
沿
線
の
大
型
商
業
施
設
周

辺
に
は
、
市
外
の
人
も
多
く

行
き
来
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
た
め
、
広
く
県
民
、
市

民
へ
、
様
々
な
条
件
で
の
交

通
安
全
教
育
を
含
め
た
安
全

対
策
に
つ
い
て
、
啓
発
活
動

が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
初
め
て
路
面
電
車
が
走

行
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、

十
分
な
安
全
性
の
確
保
と
交

通
安
全
教
育
な
ど
の
周
知
・

啓
発
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
現
在
、
交
通
信
号
に
よ
る

Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
自
動
車
と
の
分
離

な
ど
、
関
係
機
関
と
協
議
を

行
い
、
幅
広
い
視
点
か
ら
検

討
を
進
め
、
地
域
の
意
見
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
十
分
な
安

全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
第
10
次
市
交
通
安

全
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
整
備
に
合
わ
せ
た

交
通
安
全
教
育
の
実
施
な
ど

を
新
た
に
盛
り
込
ん
だ
。

　
今
後
、
市
内
外
の
人
が
わ

か
り
や
す
く
安
全
に
利
用
で

き
る
よ
う
、
交
通
法
規
の
周

知
や
、
試
運
転
時
の
体
験
型

安
全
教
室
な
ど
を
含
め
た
交

通
安
全
教
育
の
実
施
、
広
報

紙
や
ポ
ス
タ
ー
・
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
な
ど
に
よ
る
情
報
発

信
、
さ
ら
に
は
、
県
民
へ
の

周
知
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

関
係
機
関
と
協
議
・
調
整
を

行
い
な
が
ら
、
十
分
な
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
く
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業

万
全
の
安
全
対
策
を 駒場 昭夫

（市民連合）

問　
国
内
で
は
、
人
口
減
少

で
食
料
需
要
が
減
少
し
、
産

地
間
競
争
は
よ
り
厳
し
く
な

る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
世

界
で
は
人
口
が
増
加
し
、
富

裕
層
も
拡
大
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
国
内
は
も
ち
ろ
ん
海

外
に
も
目
を
向
け
農
産
物
の

販
路
拡
大
に
取
り
組
む
こ
と

が
、
農
家
の
所
得
安
定
・
向

上
に
は
重
要
と
考
え
る
。

　
農
産
物
の
輸
出
拠
点
で
あ

る
那
覇
空
港
を
有
す
る
沖
縄

に
お
い
て
、
本
市
が
販
路
拡

大
に
乗
り
出
す
こ
と
は
、
海

外
へ
と
繋
が
る
戦
略
的
な
取

り
組
み
で
あ
る
と
期
待
す

る
。
販
路
拡
大
の
基
本
的
な

考
え
方
と
今
後
の
取
り
組
み

内
容
に
つ
い
て
聞
く
。

答　
沖
縄
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
調
査
を
経
て
、
夏か

し
ゅ
う秋
い

ち
ご
の
継
続
的
な
商
取
引
が

開
始
さ
れ
、
ま
た
、
本
市
の

地
域
商
社
が
う
る
ま
市
の
地

域
交
流
拠
点
施
設
運
営
に
参

画
し
、
物
流
の
仕
組
み
が
構

築
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
効
果

的
に
本
市
の
魅
力
を
発
信

し
、
沖
縄
と
の「
人
・
モ
ノ
・

コ
ト
」
の
相
互
交
流
を
進
め

る
た
め
、
物
流
拡
大
に
向
け

た
市
場
調
査
や
、
フ
ェ
ア
な

ど
の
開
催
、
ア
ジ
ア
へ
向
け

た
輸
出
促
進
へ
の
取
り
組
み

の
経
費
な
ど
を
、
28
年
12
月

の
補
正
予
算
に
計
上
し
た
。

　
今
後
と
も
、
市
の
農
産
物

の
市
場
価
値
を
高
め
る
と
と

も
に
、
多
様
な
販
路
拡
大
に

取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
力

強
い
農
業
の

確
立
を
目
指

し
て
い
く
。

海
外
を
視
野
に
農
産

物
の
販
路
拡
大
を 南木 清一

（自民クラブ）

問　
28
年
11
月
の
選
挙
で
市

長
は
信
任
を
得
た
が
、
議
員

と
行
政
に
は
間
違
っ
た
情
報

を
払
拭
し
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
正
確
な
情
報
を
市
民
に
伝

え
る
と
い
う
責
任
が
課
せ
ら

れ
た
。
執
行
部
に
は
事
業
検

討
、
市
民
説
明
に
つ
い
て
こ

れ
ま
で
以
上
の
丁
寧
で
効
果

的
な
対
応
を
望
む
。

　
①
整
備
費
や
運
営
費
な
ど

正
確
な
情
報
を
改
め
て
は
っ

き
り
と
示
す
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

　
②
本
市
の
目
指
す
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て
力
強
く
発
信

し
、
市
民
の
理
解
を
深
め
る

た
め
に
は
、
全
庁
体
制
で
組

織
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
①
優
先
整
備
区
間
の
概

算
事
業
費
は
、
本
市
域
分
412

億
円
、
芳
賀
町
域
分
46
億
円
、

合
わ
せ
て
458
億
円
と
算
定
し

て
い
る
。
ま
た
、
運
営
費
の

う
ち
収
入
は
開
業
４
年
目
で

約
９
億
８
千
万
円
、
支
出
は

約
８
億
５
千
万
円
、
年
間
約

１
億
３
千
万
円
の
利
益
を
見

込
ん
で
お
り
、
こ
れ
ら
の
情

報
は
、
広
報
紙
や
オ
ー
プ
ン

ハ
ウ
ス
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
情
報
提
供
や
説
明

を
行
っ
て
き
た
。

　

②
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
、
イ
ラ
ス
ト
や
映
像
な
ど

に
よ
り
、
一
目
見
て
分
か
る

よ
う
、
工
夫
す
る
と
と
も

に
、
よ
り
多
く
の
方
に
情
報

が
届
く
よ
う
、
効
果
的
な
広

報
活
動
に
つ
い
て
庁
内
横
断

的
な
組
織
を
設
置
し
検
討
を

開
始
し
て
お
り
、
よ
り
一
層

の
市
民
理
解
の
促
進
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
の
正
確
で

力
強
い
情
報
発
信
を 熊本 和夫

（自民党）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
政
運
営
と
第
６
次
総
合
計
画
の

策
定
②
駅
東
口
地
区
整
備
事
業
③
人
口

減
少
・
少
子
化
社
会
へ
向
け
た
子
育
て

環
境
の
整
備
充
実
④
保
育
士
確
保
と
と

ち
ぎ
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ
ー

⑤
Ｂ
型
肝
炎
予
防
接
種
⑥
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
⑦
ミ
ッ
ド

ナ
イ
ト
競
輪
⑧
就
学
援
助
制
度

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
４
期
目
の
市
政
運
営
②
29

年
度
予
算
化
要
望
③
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
の
着
実

な
形
成
④
宇
都
宮
駅
東
側
の
公
共

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
⑤
観

光
政
策
の
推
進
⑥
道
徳
教
育
の
推

進
⑦
歴
史
や
伝
統
文
化
の
教
育
を

通
し
た
郷
土
愛
の
醸
成
⑧
山
車
を

活
用
し
た
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
安
全
確
保

②
産
後
ケ
ア
事
業
③
蒲
生
君
平
の

顕
彰
④
鬼
怒
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
⑤
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
⑥
防
災

行
政
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